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一つは、 現実には地上タンクから

は、大量の高濃度汚染水が漏れ、

地下水を汚染し、 湾内に流出し、

汚染水が防波堤の開口から外海

へ流出していることは誰の目にも明

らかである。 したがって 「コントロー

ル」 「完全にブロック」 などされてい

ないということ。

二つは、 原発避難は 「健康に問
題はない」 どころか、 原発事故
から２年半が過ぎた今でも 「震災
関連死」 は浪江町だけでも２９０
名を超え、 県内では１４５９名に
なり原発事故関連死はいまも増え
続けている｡また放射線被ばくによ
る健康被害は被災町民のみなら
ず県民、 国民の大きな不安となっ
ている。 ・ ・ ・ （後略）

（前略）安倍総理は国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）総会のプレゼンテーションで「状況はコントロールされている」

「影響は港湾内で完全にブロックされている」「将来も健康に問題はないと約束する」「必ず責任を完全に果たす」など

と述べた。しかし、安倍総理の発言は事実に反する重大な問題があると考える。
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